
可
捌
小
挽
容
四
卜
五

入

自候霊のみK て五は中年平Uτ 可叶不品易E '毒E f E s 

て肉入品手相改以て指軍吉し本喜誼空J地K 

久吉至山はて要容地の宣篤坂Jt 中k 富長E 左の御e主立舗御三に被怒匁署e 量産子

E i 長御喜
場霊童i i 苦

i i i 御高争苦主毒富然事整
小平太家大身故肱島皇家接事航混成侯越"館習4山西而量院産E 内に何ば方草2 向1: 

i 御宮御令高是榊館主主基離を光富鋤謹話昔主懐久1 

榊管E代低久自謹領地鍍寛聞署被R 草成食町降雪信布i 

i 

E 里提望室i t 草

皇軍i 露時i 侯霊fz存勤弓皇室主k儀式畢t 霊長有時草低喜l i 時霊園襲

と
後
仰
限
院
。

候
大
野
市
古
人
と
云
抽
出
入
、
紳
道
者
に
て
拙
宅
へ
も
龍
越
候
。
年
末
四

十
有
徐
に
候
。
先
年
西
閣
の
紳
祉
を
願
砲
し
候
に
、
往
来
草
履
に
て

龍
越
候
。
世
地
陀
て
は
芝
紳
明
の
枇
へ

、千
日
参
指
定
府
立
候
陀
、
毎

日
丑
時
陀
致
au
拡
参
-
未
明
に
罷
腕
候
革
、
三
年
の
内
一
日
も
繁
一
僻
怠
一

に
非
宇
と
-
E
。
徳
本
院
共
放
を
問
ふ
。
越
中
云
。
今
的
原
の
一
然
見
可

手
強
〈
車
中
ν
敵
陀
判
、
伊
豆
守
を
箆
て
被
遺
候
。
然
に
は
や
以
a
和
鴨
池
-

一
、
戸
聞
披
州
深
肢
の
事

斯
に
一
一
品
御
鍛
験
と
も
可
裕
怪
有
之
事
あ
り
。
川
崎
原
一
授
。
時
天
草

四
郎
思
ひ
の
外
乎
強
〈
、
板
倉
内
脱
正
討
手
に
被
向
候
詮
も
不
見
、

盟
て
松
平
伊
軍
守
被
滋
候
。
共
年
の
元
朝
卯
刻
、
如
一
a
恒
例
-
三
本
立
榊

供
を
、
徳
本
院
の
別
常
俸
ν
之
候
庭
、
忽
共
紳
供
に
生
血
税
ぎ
か
h
A

り

候
。
別
賞
大
に
続
き
特
例
い
た
し
候
。
共
時
の
榊
原
越
中
致
極
侯
有

之
、
徳
本
院
へ
巾
間
候
は
、
是
は
可
恐
悦
事
也
、
敢
て
務
動
す
る
都

且
愛
宕
へ
一
日
に
百
度
抜
を
往
還
し
七
日
相
織
、
七
百
度
致
多
面
耐

候
。
無
v
儒
設
披
に
は
其
還
の
茶
庖
の
者
共
、
見
m
M
罷
在
候
。
彼
七
百

度
参
時加
の
人
と
巾
候
由
。
か
h

る
倣
な
る
者
も
有
之
官
中
に
候
。
二
十

八
日
信
州
認
の
話
、
商
品
普
太
夫
巾
合
雨
入
承
之
記
也
候
。

御
退
治
被
成
候
。
吉
兆
か
と
存
候
回
日
を
云
。
閉
山
し
て
四
郎
が
伏
縁
、

元
朝
卯
の
刻
於
披
内
逐
邑
自
滅
-
候
旨
在
進
礁
と
也
。
此
都
核
問
閑
休
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E

m
武
。
悶
品
。

或
時
御
申
候
は
元
総
年
中
和
州
宇
多
城
主
官
羽
織
田
伊
豆
守
殿
、
於
在

所
少
不
行
欽
の
都
陀
て
も
候
哉
、
家
老
の
内
観
賞
を
巾
候
属
、
心
に

潜
に
被
中
間
候
。
凶
休
は
松
雲
公
御
在
世
、
御
大
目
付
故
国
備
中
守

隠
居
名
医
て
、
此
事
今
の
老
中
松
平
右
京
大
夫
般
に
は
、
存
知
の
事

も
可
有
之
桜
花
存
候
国
百
。

一
、
往
年
右
京
大
夫
殿
、
京
都
へ
御
使
陀
被
近
候
筒
、
久
能
山
御
宮

へ
銭
京
区
て
登
山
有
之
国
白
。
六
十
有
餓
裁
に
て
其
批
他
無
比
類
事
共

に
付
、
子
今
所
の
4
4
共
申
僻
候
。
箱
根
山
の
峠
も
歩
行
に
て
候
。
是

陀
付
世
陀
は
継
な
る
者
も
宥
之
都
に
候
。
一
谷
八
幡
宮
の
近
遜
陀
居

隊
り
候
か
共
家
老
を
乎
討
に
被
仕
候
。
銀
自
分
に
も
非
分
と
も
被
存

候
哉
、
邸
曹
を
被
挑
候
。
此
都
江
府
へ
申
・来
一
一
矧
中
参
台
、
共
分
に
難

成
耶
故
、
委
制
可
及
言
上
と
て
数
日
食
騒
有
之
。
口
上
告
に
稲
綱
、
同

姓
の
内
線
田
能
登
守
・問
主
剖
雨
入
、
老
中
戸
岡
山
城
守
殿
へ
被
罷

越
用
人
呼
出
し
、
右
の
趣
演
述
候
て
、
委
蜘
酬
は
紙
面
に
相
調
致
持
参

候
旨
陀
て
被
相
波
候
。
用
人
符
取
山
城
守
殿
へ
直
々
巾
述
、
口
上
能

指
上
候
路
、
山
城
守
以
の
外
立
服
、
用
人
を
脱
被
申
、
う
つ
け
も
の
、

可
観

小
既
密
四
十
五

八




